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NGO団体が、震災犠牲者を追悼するマラソン大会を
企画・実施しました。この大会には、元JICA研修生や
元国費留学生ら約300名の市民が参加。開会式・閉
会式では、弔意が表明されるとともに、人々の連帯の
重要性や激励の言葉が繰り返し述べられました。

追悼マラソン大会を開催
コンゴ民主共和国

5月4日、駐日スーダン臨時代理大使をはじめとする
大使館員及び在日スーダン人代表の計19名が、福
島県いわき市の小学校にある避難所を訪問し、被災
者を見舞うとともに食料を寄贈しました。

駐日大使館が被災地を訪問
スーダン

4月14日、バマコ市で、地域発展のための青少年組
織が「日本の人々を応援する会」を開催した際、子
どもたちから大使館員に義援金が渡されました。ま
た、会場となった公共広場は「FUKUSHIMA」と名
付けられました。

広場の名前はFUKUSHIMA
マリ

福島県福島市在住のマリールイーズ・カンベンガさ
んは、震災半年を記念した式典を首都キガリで開催
し、集めた35万円の寄付金を相馬市に寄贈。福島
の仮設住宅を回ってお茶会を開催し、被災者を支援
する活動を行っています。

経験を語り合うお茶会を継続
ルワンダ

3月27日は「日本国民との連帯の一日」とされ、ゲレ
大統領が主催する式典に約800人が参加しました。

日本国民と連帯の日
ジブチ

トーゴは、国際熱帯木材機関の被災者支援の呼び
かけに応えて、チーク材の丸太を提供。丸太は日本
木材青壮年団体連合会によってベンチやおもちゃ
に加工され、宮城県山元町の仮設住宅に届けられま
した。贈呈式にはボジョナ在京トーゴ大使館臨時代
理大使（当時）が出席。

ベンチやおもちゃを作るチーク材を提供
トーゴ

南アフリカ政府はハイチ地震でも活動実績がある
NGO「Rescue South Africa（RSA）」を派遣。
RSAは宮城県岩沼市、名取市、石巻市、多賀城市に
おいて、救助・捜索及び瓦礫の撤去作業等に従事し
ました。その充実した装備と隊員の真摯で誠実な姿
勢は、一緒に活動する日本や他国の支援チームは
もちろん、被災地の人々にも深い感謝の気持ちを呼
び起こしました。

Rescue South Africaを派遣
南アフリカ

3月17日、オディンガ首相（当時）がダグラス・ワキウリ
（ソウルオリンピック銀メダリスト）、サムエル・ワンジル
（北京オリンピック金メダリスト）らケニア人マラソン選
手と一緒に日本大使館を訪問し弔意を表明しました。

マラソン選手が弔意表明
ケニア

4月27日、ダルエスサラーム市キガンボーニ文化セン
ターの児童（ほとんどが孤児）が、被災者に対するお
見舞いのメッセージと絵を日本大使館に送りました。

子どもたちが絵でお見舞い
タンザニア

ありがとう、アフリカ！2011年3月11日に発生した東日本大震災。東北・北関東地方を中心に甚大な被害に見舞われた日本に対し、アフリカ
各国から救援チームの派遣や義援金・支援物資の提供のほか、心温まるお見舞いメッセージが数多く寄せられました。

※ここに掲載されている他にも、次の国や地域、国際機関からお見舞いや支援が寄せられています（2017年2月17日現在）。
アルジェリア、アンゴラ、ウガンダ、エジプト、エチオピア、エリトリア、ガーナ、カーボヴェルデ、ガボン、カメルーン、ガンビア、ギニア、ギニア
ビサウ、コートジボワール、コモロ、コンゴ共和国、サントメ・プリンシペ、ザンビア、シエラレオネ、ジンバブエ、スーダン（南スーダンを含む）、
スワジランド、赤道ギニア、セーシェル、セネガル、ソマリア、チャド、中央アフリカ、チュニジア、ナイジェリア、ナミビア、ニジェール、ブルキナ
ファソ、ブルンジ、ベナン、ボツワナ、マダガスカル、マラウイ、モザンビーク、モーリシャス、モーリタニア、モロッコ、リビア、リベリア、レソト、
アフリカ連合（AU）、アラブ連盟、アラブ・マグレブ連合（AMU）、東南部アフリカ市場共同体（COMESA）、在京アフリカ外交団（ADC）
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